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( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
座 部 と 、
前 記 座 部 の 後 端 部 か ら 立 ち 上 が っ た 形 態 の 背 凭 れ 部 と 、
前 記 背 凭 れ 部 を 構 成 し 、 着 座 者 の 背 中 の 左 右 方 向 中 央 部 を 当 接 さ せ る 第 １ 支 持 部 と 、
前 記 背 凭 れ 部 を 構 成 し 、 前 記 第 １ 支 持 部 の 左 右 両 側 縁 か ら 延 出 す る こ と に よ っ て 前 記 第 １  
支 持 部 の 左 右 両 側 方 に 配 さ れ て 、 着 座 者 の 背 中 の 左 右 両 側 部 を 当 接 さ せ る 一 対 の 第 ２ 支 持  
部 と を 備 え 、
前 記 第 １ 支 持 部 の 上 縁 部 に お け る 最 下 端 部 が 、 前 記 第 ２ 支 持 部 の 上 縁 部 に お け る 最 上 端 部  
よ り 低 い 位 置 に 配 さ れ 、
前 記 第 １ 支 持 部 は 、 着 座 者 の 背 中 の う ち 腰 椎 の 上 部 か ら 胸 椎 の 下 部 に 亘 る 範 囲 の 全 体 又 は  
一 部 を 支 え 、
前 記 第 ２ 支 持 部 は 、 着 座 者 の 背 中 に お け る 肋 骨 背 部 の う ち 胸 椎 の 下 部 か ら 胸 椎 の 中 程 高 さ  
に 亘 っ て 対 応 す る 部 位 の 全 体 又 は 一 部 を 支 え 、
前 記 第 １ 支 持 部 の 上 端 部 が 、 斜 め 上 後 方 へ 反 る よ う に 湾 曲 し て い る こ と を 特 徴 と す る 姿 勢  
保 持 具 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 第 ２ 支 持 部 の 上 端 部 が 、 上 方 に 向 か う ほ ど 斜 め 後 方 へ 反 る よ う に 湾 曲 し て い る こ と を  
特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 姿 勢 保 持 具 。
【 請 求 項 ３ 】

請求項の数　4　（全14頁）
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前 記 座 部 を 構 成 す る 座 部 構 成 板 部 と 前 記 背 凭 れ 部 を 構 成 す る 背 凭 れ 部 構 成 板 部 が 、 前 記 背  
凭 れ 部 構 成 板 部 の 下 端 部 を 略 支 点 と し て 弾 性 的 に 相 対 変 位 し 得 る よ う に 連 な り 、
前 記 背 凭 れ 部 構 成 板 部 は 、 前 記 第 １ 支 持 部 を 構 成 す る 第 １ 支 持 板 部 と 、 前 記 第 １ 支 持 板 部  
の 左 右 両 側 縁 か ら 斜 め 前 方 へ 突 出 し て 前 記 第 ２ 支 持 部 を 構 成 す る 第 ２ 支 持 板 部 と か ら な り 、
前 記 第 ２ 支 持 板 部 の 下 端 側 領 域 に お け る 前 記 第 １ 支 持 板 部 か ら の 突 出 寸 法 が 、 下 方 に 向 か  
っ て 次 第 に 小 さ く な っ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ 記 載 の 姿 勢 保 持 具 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 第 １ 支 持 部 の う ち 背 中 と 対 向 す る 第 １ 支 持 面 と 、 前 記 第 ２ 支 持 部 の う ち 背 中 と 対 向 す  
る 第 ２ 支 持 面 と が 、 左 右 一 対 の 繋 ぎ 面 を 介 し て 連 な っ て お り 、
平 面 視 に お い て 前 記 第 １ 支 持 面 の 曲 率 と 前 記 第 ２ 支 持 面 の 曲 率 が 前 記 繋 ぎ 面 の 曲 率 よ り 小  
さ い こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ な い し 請 求 項 ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 姿 勢 保 持 具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 姿 勢 保 持 具 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
特 許 文 献 １ に は 、 着 座 者 の 姿 勢 を 正 し い 状 態 に 保 持 す る 姿 勢 保 持 具 が 開 示 さ れ て い る 。 こ  
の 姿 勢 保 持 具 は 、 着 座 者 の 臀 部 を 下 か ら 支 え る 臀 部 支 持 部 と 、 臀 部 支 持 部 の 後 縁 か ら 立 ち  
上 が っ た 腰 部 支 持 部 と を 備 え て い る 。 腰 部 支 持 部 は 、 着 座 者 の 腰 と 背 中 の 下 端 部 と を 支 え  
る こ と が 可 能 な 高 さ を 有 し て お り 、 全 体 と し て 略 方 形 の 厚 板 状 を な し て い る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 文 献 】 特 開 ２ ０ １ ４ － １ ２ １ ３ ０ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
上 記 の 姿 勢 保 持 具 は 、 腰 部 支 持 部 の 前 面 （ 腰 と 背 中 が 当 た る 面 ） が 全 体 と し て 概 ね 平 面 状  
を な し て い る の で 、 着 座 者 は 、 上 半 身 を 左 右 に 傾 け る 動 作 や 上 半 身 を 左 右 に 捻 る 動 作 を 行  
い 易 い 。 し か し な が ら 、 こ の 姿 勢 保 持 具 は 、 着 座 者 の 上 半 身 を 正 し い 姿 勢 で 安 定 さ せ る こ  
と が で き な い た め 、 着 座 者 が 、 上 半 身 を 左 右 に 傾 け た 姿 勢 や 上 半 身 を 左 右 に 捻 っ た 姿 勢 の  
ま ま で 長 時 間 を 過 ご し て し ま う こ と が 懸 念 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
本 発 明 は 上 記 の よ う な 事 情 に 基 づ い て 完 成 さ れ た も の で あ っ て 、 着 座 者 の 上 半 身 を 正 し い  
姿 勢 に 保 持 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 発 明 の 姿 勢 保 持 具 は 、
座 部 と 、
前 記 座 部 の 後 端 部 か ら 立 ち 上 が っ た 形 態 の 背 凭 れ 部 と 、
前 記 背 凭 れ 部 を 構 成 し 、 着 座 者 の 背 中 の 左 右 方 向 中 央 部 を 当 接 さ せ る 第 １ 支 持 部 と 、
前 記 背 凭 れ 部 を 構 成 し 、 前 記 第 １ 支 持 部 の 左 右 両 側 縁 か ら 延 出 す る こ と に よ っ て 前 記 第 １  
支 持 部 の 左 右 両 側 方 に 配 さ れ て 、 着 座 者 の 背 中 の 左 右 両 側 部 を 当 接 さ せ る 一 対 の 第 ２ 支 持  
部 と を 備 え 、
前 記 第 １ 支 持 部 の 上 縁 部 に お け る 最 下 端 部 が 、 前 記 第 ２ 支 持 部 の 上 縁 部 に お け る 最 上 端 部  
よ り 低 い 位 置 に 配 さ れ 、
前 記 第 １ 支 持 部 は 、 着 座 者 の 背 中 の う ち 腰 椎 の 上 部 か ら 胸 椎 の 下 部 に 亘 る 範 囲 の 全 体 又 は  
一 部 を 支 え 、
前 記 第 ２ 支 持 部 は 、 着 座 者 の 背 中 に お け る 肋 骨 背 部 の う ち 胸 椎 の 下 部 か ら 胸 椎 の 中 程 高 さ  
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に 亘 っ て 対 応 す る 部 位 の 全 体 又 は 一 部 を 支 え 、
前 記 第 １ 支 持 部 の 上 端 部 が 、 斜 め 上 後 方 へ 反 る よ う に 湾 曲 し て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
着 座 者 は 、 背 中 の 中 央 部 に お け る 比 較 的 低 い 部 位 を 第 １ 支 持 部 に 当 て 、 背 中 の 左 右 両 側 部  
に お け る 比 較 的 高 い 部 位 を 第 ２ 支 持 部 に 当 て た 状 態 で 着 座 す る 。 本 願 発 明 の 姿 勢 保 持 具 は  
、 着 座 者 の 背 中 を ３ つ の 支 持 部 で 支 え る の で 、 着 座 者 の 上 半 身 が 左 右 に 傾 け た 姿 勢 や 左 右  
に 捻 っ た 姿 勢 に な る こ と を 抑 制 し 、 着 座 者 の 上 半 身 を 正 し い 姿 勢 に 保 持 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 図 １ 】 実 施 例 １ の 姿 勢 保 持 具 の 斜 視 図
【 図 ２ 】 姿 勢 保 持 具 の 正 面 図
【 図 ３ 】 姿 勢 保 持 具 の 平 面 図
【 図 ４ 】 図 ２ の 外 装 シ ー ト を 省 略 し た Ａ － Ａ 線 断 面 図
【 図 ５ 】 図 ２ の 外 装 シ ー ト を 省 略 し た Ｂ － Ｂ 線 断 面 図
【 図 ６ 】 図 ２ の 外 装 シ ー ト を 省 略 し た Ｃ － Ｃ 線 断 面 図
【 図 ７ 】 図 ２ の 外 装 シ ー ト を 省 略 し た Ｄ － Ｄ 線 断 面 図
【 図 ８ 】 図 ２ の 外 装 シ ー ト を 省 略 し た Ｅ － Ｅ 線 断 面 図
【 図 ９ 】 図 ２ の 外 装 シ ー ト を 省 略 し た Ｆ － Ｆ 線 断 面 図
【 図 １ ０ 】 図 ２ の 外 装 シ ー ト を 省 略 し た Ｇ － Ｇ 線 断 面 図
【 図 １ １ 】 図 ３ の 外 装 シ ー ト を 省 略 し た Ｈ － Ｈ 線 断 面 図
【 図 １ ２ 】 姿 勢 保 持 具 の 使 用 状 態 を あ ら わ す 図 ２ の Ａ － Ａ 線 相 当 断 面 図
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
本 発 明 は 、 前 記 第 ２ 支 持 部 の 上 端 部 が 、 上 方 に 向 か う ほ ど 斜 め 後 方 へ 反 る よ う に 湾 曲 し て  
い て も よ い 。
こ の 構 成 に よ れ ば 、 着 座 者 の 上 半 身 を 背 凭 れ 部 に 深 く も た せ か け た と き に 第 ２ 支 持 部 の 上  
端 縁 が 着 座 者 の 身 体 に 食 い 込 む 虞 が な い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
本 発 明 は 、 前 記 座 部 を 構 成 す る 座 部 構 成 板 部 と 前 記 背 凭 れ 部 を 構 成 す る 背 凭 れ 部 構 成 板 部  
が 、 前 記 背 凭 れ 部 構 成 板 部 の 下 端 部 を 略 支 点 と し て 弾 性 的 に 相 対 変 位 し 得 る よ う に 連 な り  
、 前 記 背 凭 れ 部 構 成 板 部 は 、 前 記 第 １ 支 持 部 を 構 成 す る 第 １ 支 持 板 部 と 、 前 記 第 １ 支 持 板  
部 の 左 右 両 側 縁 か ら 斜 め 前 方 へ 突 出 し て 前 記 第 ２ 支 持 部 を 構 成 す る 第 ２ 支 持 板 部 と か ら な  
り 、 前 記 第 ２ 支 持 板 部 の 下 端 側 領 域 に お け る 前 記 第 １ 支 持 板 部 か ら の 突 出 寸 法 は 、 下 方 に  
向 か っ て 次 第 に 小 さ く な っ て い て も よ い 。
こ の 構 成 に よ れ ば 、 着 座 者 が 上 半 身 を 背 凭 れ 部 に 押 し 付 け る と 、 背 凭 れ 部 が そ の 下 端 縁 を  
略 支 点 と し て 後 方 へ 弾 性 変 位 す る 。 第 ２ 支 持 板 部 の 下 端 側 領 域 に お け る 第 １ 支 持 板 部 か ら  
の 突 出 寸 法 は 、 下 方 に 向 か っ て 次 第 に 小 さ く な る の で 、 背 凭 れ 部 構 成 板 部 の 下 端 側 領 域 も  
弾 性 変 形 す る 。 こ れ に よ り 、 背 凭 れ 部 構 成 板 部 の 下 端 縁 へ の 応 力 集 中 を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
本 発 明 は 、 前 記 第 １ 支 持 部 の う ち 背 中 と 対 向 す る 第 １ 支 持 面 と 、 前 記 第 ２ 支 持 部 の う ち 背  
中 と 対 向 す る 第 ２ 支 持 面 と が 、 左 右 一 対 の 繋 ぎ 面 を 介 し て 連 な っ て お り 、 平 面 視 に お い て  
前 記 第 １ 支 持 面 の 曲 率 と 前 記 第 ２ 支 持 面 の 曲 率 が 前 記 繋 ぎ 面 の 曲 率 よ り 小 さ く て も よ い 。
こ の 構 成 に よ れ ば 、 曲 率 の 大 き い 繋 ぎ 面 に は 背 中 が 当 た る こ と は な い の で 、 第 １ 支 持 面 と  
左 右 一 対 の 第 ２ 支 持 面 と の ３ 箇 所 に お い て 着 座 者 の 上 半 身 を 安 定 し て 支 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
＜ 実 施 例 １ ＞
以 下 、 本 発 明 を 具 体 化 し た 実 施 例 １ を 図 １ ～ 図 １ ２ を 参 照 し て 説 明 す る 。 尚 、 以 下 の 説 明  
に お い て 、 前 後 の 方 向 に つ い て は 、 図 ４ ～ ６ ， １ ２ に お け る 左 方 、 図 ３ ， ７ ～ １ ０ に お け  
る 下 方 を 前 方 と 定 義 す る 。 上 下 の 方 向 に つ い て は 、 図 １ ， ２ ， ４ ～ ６ ， １ １ ， １ ２ に あ ら  
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わ れ る 向 き を 、 そ の ま ま 上 方 、 下 方 と 定 義 す る 。 左 右 の 方 向 に つ い て は 、 図 ２ ， ３ ， ７ ～  
１ １ に あ ら わ れ る 向 き を 、 そ の ま ま 左 方 、 右 方 と 定 義 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
本 実 施 例 １ の 姿 勢 保 持 具 １ ０ は 、 形 状 的 及 び 機 能 的 に は 、 着 座 者 ５ ０ の 臀 部 ５ １ を 下 か ら  
支 え る 座 部 １ １ と 、 着 座 者 ５ ０ の 背 中 ５ ２ を 後 方 か ら 支 え る 背 凭 れ 部 １ ６ と か ら 構 成 さ れ  
、 左 右 対 称 な 形 状 で あ る 。 座 部 １ １ と 背 凭 れ 部 １ ６ は 一 体 を な し て い る 。 尚 、 本 実 施 例 １  
に お い て 「 着 座 者 ５ ０ の 背 中 ５ ２ 」 と は 、 着 座 者 ５ ０ の 背 部 及 び 腰 部 （ 上 半 身 の う ち 体 幹  
の 背 面 側 及 び 側 面 側 ） と 定 義 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
座 部 １ １ の 平 面 視 形 状 に つ い て 説 明 す る 。 図 ３ に 示 す よ う に 、 前 後 方 向 に お い て 、 座 部 １  
１ の 後 端 か ら 前 方 概 ね ２ ／ ３ に 亘 る 後 端 側 支 持 領 域 １ ２ Ｒ は 、 前 方 に 向 か っ て 次 第 に 拡 幅  
し た 略 台 形 を な す 。 後 端 側 支 持 領 域 １ ２ Ｒ で は 座 部 １ １ の 幅 寸 法 （ 左 右 方 向 の 寸 法 ） が 最  
大 と な る 。 座 部 １ １ の う ち 後 端 側 支 持 領 域 １ ２ Ｒ よ り 前 方 の 前 端 側 支 持 領 域 １ ２ Ｆ の 外 周  
縁 は 、 左 右 対 称 な 一 対 の 前 側 湾 曲 縁 部 １ ３ と 、 前 縁 抉 り 部 １ ４ と か ら 構 成 さ れ て い る 。 前  
側 湾 曲 縁 部 １ ３ は 、 後 端 側 支 持 領 域 １ ２ Ｒ の 左 右 両 側 縁 に 連 な り 、 座 部 １ １ の 前 縁 部 を 構  
成 す る 。 前 縁 抉 り 部 １ ４ は 、 座 部 １ １ の 左 右 方 向 中 央 部 に お い て 鈍 角 状 に 凹 ん だ 形 状 で あ  
り 、 左 右 両 前 側 湾 曲 縁 部 １ ３ を 繋 い で い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
座 部 １ １ の 正 面 視 形 状 に つ い て 説 明 す る 。 図 ２ ， １ １ に 示 す よ う に 、 と 、 座 部 １ １ は 、 上  
面 側 が 凹 む よ う に 湾 曲 し た 左 右 対 称 な 一 対 の 支 承 部 １ ５ か ら 構 成 さ れ て い る 。 座 部 １ １ は  
、 左 右 方 向 中 央 部 と 左 右 両 端 部 が 高 く な っ て い る の で 、 着 座 者 ５ ０ の 臀 部 ５ １ と 太 腿 の 付  
け 根 部 分 と を 安 定 し て 支 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
図 １ ， ４ に 示 す よ う に 、 背 凭 れ 部 １ ６ は 、 座 部 １ １ の 後 端 部 か ら 上 方 へ 立 ち 上 が っ た 形 態  
で あ る 。 背 凭 れ 部 １ ６ は 、 背 凭 れ 部 １ ６ の 左 右 方 向 中 央 部 を 構 成 す る 第 １ 支 持 部 １ ７ と 、  
背 凭 れ 部 １ ６ の 左 右 両 側 縁 部 を 構 成 す る 左 右 対 称 な 一 対 の 第 ２ 支 持 部 １ ８ と か ら 構 成 さ れ  
て い る 。 左 右 両 第 ２ 支 持 部 １ ８ は 、 第 １ 支 持 部 １ ７ の 左 右 両 側 縁 か ら 斜 め 前 方 へ 片 持 ち 状  
に 延 出 し た 形 態 で あ る 。 左 右 両 第 ２ 支 持 部 １ ８ の 延 出 方 向 は 、 平 面 視 に お い て 、 両 第 ２ 支  
持 部 １ ８ の 左 右 方 向 の 間 隔 が 前 方 に 向 か っ て 次 第 に 拡 が る よ う な 向 き で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
背 凭 れ 部 １ ６ の 前 面 は 、 着 座 者 ５ ０ の 背 中 ５ ２ と 接 触 又 は 対 向 す る 支 持 面 １ ９ と な っ て い  
る 。 支 持 面 １ ９ （ 背 凭 れ 部 １ ６ ） の 正 面 視 形 状 に つ い て 説 明 す る 。 図 ２ ， １ １ に 示 す よ う  
に 、 上 下 方 向 （ 高 さ 方 向 ） に お い て 、 背 凭 れ 部 １ ６ の 下 端 か ら 上 方 概 ね ２ ／ ３ に 亘 る 下 端  
側 支 持 領 域 ２ ０ は 、 上 方 に 向 か っ て 次 第 に 拡 幅 し た 略 台 形 を な す 。 背 凭 れ 部 １ ６ の う ち 下  
端 側 支 持 領 域 ２ ０ よ り 上 方 の 上 端 側 支 持 領 域 ２ １ の 外 周 縁 は 、 左 右 対 称 な 一 対 の 上 側 湾 曲  
縁 部 ２ ２ と 、 上 縁 抉 り 部 ２ ３ と か ら 構 成 さ れ て い る 。 上 側 湾 曲 縁 部 ２ ２ は 、 下 端 側 支 持 領  
域 ２ ０ の 左 右 両 側 縁 に 連 な り 、 背 凭 れ 部 １ ６ の 上 縁 部 を 構 成 す る 。 上 側 抉 り 部 は 、 背 凭 れ  
部 １ ６ の 左 右 方 向 中 央 部 に お い て 鈍 角 状 に 凹 ん だ 形 状 で あ り 、 左 右 両 上 側 湾 曲 縁 部 ２ ２ を  
繋 い で い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
上 側 湾 曲 縁 部 ２ ２ は 第 ２ 支 持 部 １ ８ の 外 周 縁 の み に 形 成 さ れ て い る 。 上 縁 抉 り 部 ２ ３ は 、  
第 １ 支 持 部 １ ７ の 上 縁 部 の 全 領 域 と 第 ２ 支 持 部 １ ８ の 上 縁 部 の 一 部 を 構 成 す る 。 背 凭 れ 部  
１ ６ の 上 縁 部 の 高 さ 寸 法 は 、 上 側 湾 曲 縁 部 ２ ２ の 上 端 に お い て 最 大 で あ り 、 上 縁 抉 り 部 ２  
３ の 最 下 端 （ 背 凭 れ 部 １ ６ の 左 右 方 向 中 央 ） に お い て 最 小 で あ る 。 換 言 す る と 、 第 １ 支 持  
部 １ ７ の 上 縁 部 に お け る 最 下 端 部 １ ７ Ｌ は 、 第 ２ 支 持 部 １ ８ の 上 縁 部 に お け る 最 上 端 部 １  
８ Ｕ よ り 低 い 位 置 に 配 さ れ て い る 。 第 １ 支 持 部 １ ７ の 上 縁 部 に お け る 最 下 端 部 １ ７ Ｌ は 、  
上 側 湾 曲 縁 部 ２ ２ （ 上 端 側 支 持 領 域 ２ １ ） の 下 端 （ 背 凭 れ 部 １ ６ が 最 大 幅 と な る 高 さ ） よ  
り も 高 い 位 置 に あ る 。 上 側 湾 曲 縁 部 ２ ２ の 下 端 は 、 背 凭 れ 部 １ ６ が 最 大 幅 と な る 高 さ で あ  
る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
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図 ２ に 示 す よ う に 、 背 凭 れ 部 １ ６ の 幅 寸 法 は 、 下 端 側 支 持 領 域 ２ ０ の 上 端 （ 上 側 湾 曲 縁 部  
２ ２ の 下 端 ） に お い て 最 大 と な っ て い る 。 背 凭 れ 部 １ ６ の 最 大 幅 寸 法 は 、 座 部 １ １ の 最 大  
幅 寸 法 よ り 少 し 小 さ く 設 定 さ れ て い る 。 背 凭 れ 部 １ ６ の 幅 寸 法 は 、 背 凭 れ 部 １ ６ （ 下 端 側  
支 持 領 域 ２ ０ ） の 下 端 部 １ ６ Ｌ （ 即 ち 、 座 部 １ １ の 後 端 部 ） に お い て 最 小 と な っ て い る 。  
左 右 両 上 側 湾 曲 縁 部 ２ ２ の 上 端 間 の 間 隔 （ 幅 寸 法 ） は 、 背 凭 れ 部 １ ６ の 最 大 幅 寸 法 よ り 小  
さ い 。 背 凭 れ 部 １ ６ の 高 さ 寸 法 は 座 部 １ １ の 前 後 寸 法 よ り も 大 き く 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
図 ２ ， ３ に 示 す よ う に 、 支 持 面 １ ９ は 、 第 １ 支 持 部 １ ７ を 構 成 す る 第 １ 支 持 面 ２ ４ と 、 第  
２ 支 持 部 １ ８ を 構 成 す る 左 右 対 称 な 一 対 の 第 ２ 支 持 面 ２ ８ と に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。 第  
１ 支 持 面 ２ ４ は 、 支 持 面 １ ９ に お け る 左 右 方 向 中 央 部 に 配 さ れ て お り 、 全 体 と し て 縦 長 の  
略 方 形 を な す 。 図 ４ に 示 す よ う に 、 第 １ 支 持 面 ２ ４ の 上 端 部 は 、 斜 め 上 前 方 へ 膨 ら ん で 斜  
め 上 後 方 へ 反 る よ う に 湾 曲 し た 第 １ 上 部 湾 曲 面 ２ ５ と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
図 ４ に 示 す よ う に 、 第 １ 支 持 面 ２ ４ の 下 端 部 ２ ４ Ｌ は 、 後 方 に 向 か っ て 上 り 勾 配 と な る よ  
う に 湾 曲 し た 座 部 １ １ の 後 端 部 と 滑 ら か に 連 な っ て い る 。 第 １ 支 持 面 ２ ４ の う ち 第 １ 上 部  
湾 曲 面 ２ ５ よ り 下 方 の 領 域 は 、 概 ね 平 面 状 を な す 第 １ 受 け 面 ２ ７ と な っ て い る 。 第 １ 受 け  
面 ２ ７ は 、 姿 勢 保 持 具 １ ０ を 使 用 し て い る 状 態 で 概 ね 鉛 直 方 向 に 沿 う 向 き と な る 。 第 １ 受  
け 面 ２ ７ の 上 下 寸 法 は 、 第 １ 支 持 面 ２ ４ の 全 高 寸 法 の 概 ね １ ／ ２ の 寸 法 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
左 右 一 対 の 第 ２ 支 持 面 ２ ８ は 、 支 持 面 １ ９ の う ち 第 １ 支 持 面 ２ ４ の 左 右 両 側 方 に 配 さ れ て  
い る 。 第 ２ 支 持 面 ２ ８ は 、 第 １ 支 持 面 ２ ４ の 左 右 両 側 縁 部 か ら 斜 め 前 方 へ 延 出 し た 形 状 で  
あ る 。 第 ２ 支 持 面 ２ ８ の 前 縁 部 は 、 前 方 に 向 か っ て 膨 ら む よ う に 湾 曲 し た 形 状 で あ る 。 即  
ち 、 第 ２ 支 持 面 ２ ８ の 前 後 方 向 の 寸 法 （ 第 １ 支 持 面 ２ ４ の 側 縁 部 か ら の 延 出 寸 法 ） は 、 第  
２ 支 持 面 ２ ８ の う ち 上 端 側 支 持 領 域 ２ １ に お い て は 上 方 に 向 か う ほ ど 大 き く な り 、 第 ２ 支  
持 面 ２ ８ の う ち 下 端 側 支 持 領 域 ２ ０ で は 下 方 に 向 か う ほ ど 小 さ く な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
第 ２ 支 持 面 ２ ８ の う ち 左 右 方 向 に お い て 第 １ 支 持 面 ２ ４ に 近 い 領 域 は 、 第 ２ 受 け 面 ２ ９ と  
な っ て い る 。 第 ２ 受 け 面 ２ ９ は 、 第 ２ 支 持 部 １ ８ の 延 出 方 向 と 略 平 行 な 概 ね 平 面 状 を な し  
て い る 。 第 ２ 支 持 面 ２ ８ の う ち 第 ２ 受 け 面 ２ ９ を 上 方 、 前 方 及 び 下 方 か ら 包 囲 す る 周 縁 部  
は 、 斜 め 前 方 内 向 き に 膨 ら ん で 斜 め 後 方 へ 反 る よ う に 湾 曲 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
第 ２ 支 持 面 ２ ８ の 上 端 部 は 、 斜 め 上 前 方 へ 膨 ら ん で 斜 め 上 後 方 へ 反 る よ う に 湾 曲 し た 第 ２  
上 部 湾 曲 面 ３ ０ と な っ て い る 。 左 右 両 第 ２ 上 部 湾 曲 面 ３ ０ は 第 １ 上 部 湾 曲 面 ２ ５ の 左 右 両  
側 部 と 滑 ら か に 連 な っ て い る 。 第 ２ 支 持 面 ２ ８ の 下 端 部 は 、 斜 め 下 前 方 へ 膨 ら む よ う に 湾  
曲 し た 第 ２ 下 部 湾 曲 面 ３ １ と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
図 ３ ， １ １ に 示 す よ う に 、 平 面 視 に お い て 、 支 持 面 １ ９ の う ち 第 １ 支 持 面 ２ ４ の 左 右 両 側  
縁 部 と 、 第 ２ 支 持 面 ２ ８ の 第 ２ 受 け 面 ２ ９ と を 左 右 一 対 の 繋 ぐ 領 域 は 、 弧 状 に 凹 ん だ 繋 ぎ  
面 ３ ２ と な っ て い る 。 一 対 の 繋 ぎ 面 ３ ２ は 、 左 右 対 称 で あ り 、 上 下 方 向 に 細 長 く 延 び て い  
る 。 平 面 視 に お い て 、 第 １ 支 持 面 ２ ４ （ 第 １ 受 け 面 ２ ７ ） の 曲 率 と 第 ２ 支 持 面 ２ ８ （ 第 ２  
受 け 面 ２ ９ ） の 曲 率 は 殆 ど ゼ ロ に 近 い 小 さ い 値 で あ る の に 対 し 、 繋 ぎ 面 ３ ２ の 曲 率 は 大 き  
い 。 背 凭 れ 部 １ ６ の 前 方 に は 、 第 １ 支 持 面 ２ ４ と 左 右 両 第 ２ 支 持 面 ２ ８ と 左 右 両 繋 ぎ 面 ３  
２ と で 区 画 さ れ る こ と に よ り 、 前 方 へ 開 放 さ れ た 概 ね 台 形 状 の 保 持 空 間 ３ ３ が 構 成 さ れ て  
い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
第 １ 支 持 部 １ ７ の 第 １ 受 け 面 ２ ７ は 、 第 １ 支 持 面 ２ ４ の う ち 着 座 時 に 着 座 者 ５ ０ の 背 中 ５  
２ の 左 右 方 向 中 央 部 が 当 た り 得 る 領 域 で あ る 。 第 ２ 支 持 部 １ ８ の 第 ２ 受 け 面 ２ ９ は 、 第 ２  
支 持 面 ２ ８ の う ち 着 座 時 に 着 座 者 ５ ０ の 背 中 ５ ２ の 左 右 両 側 部 が 当 た り 得 る 領 域 で あ る 。  
第 １ 受 け 面 ２ ７ の 最 上 端 位 置 は 第 ２ 受 け 面 ２ ９ の 最 上 端 位 置 よ り も 低 い 位 置 に 設 定 さ れ て  
い る 。 第 １ 受 け 面 ２ ７ は 左 右 方 向 に お い て 一 対 の 第 ２ 受 け 面 ２ ９ の 間 に 挟 ま れ る よ う に 位  
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置 す る 。 し た が っ て 、 姿 勢 保 持 具 １ ０ は 、 １ つ の 第 １ 受 け 面 ２ ７ と 左 右 一 対 の 第 ２ 受 け 面  
２ ９ と に よ り 着 座 者 ５ ０ の 背 中 ５ ２ を ３ 箇 所 で 支 え る こ と が で き る 。 こ の ３ 箇 所 の 受 け 面  
２ ７ ， ２ ９ は 、 高 低 差 が あ り 、 左 右 に 間 隔 を 空 け 、 且 つ 前 後 に 間 隔 を 空 け た 位 置 関 係 に あ  
る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
図 １ ２ に 示 す よ う に 、 姿 勢 保 持 具 １ ０ は 、 部 品 構 成 的 に は 、 外 殻 部 材 ３ ４ と ク ッ シ ョ ン 材  
３ ９ と 外 装 シ ー ト ４ ０ と か ら 構 成 さ れ て い る 。 外 殻 部 材 ３ ４ は 、 硬 質 の 合 成 樹 脂 か ら な り  
、 厚 さ が 全 領 域 に 亘 っ て 一 定 の 板 状 を な す 単 一 部 材 で あ る 。 外 殻 部 材 ３ ４ は 、 側 面 視 形 状  
が 概 ね Ｌ 字 形 を な す よ う に 湾 曲 し た 形 状 に 成 形 さ れ て い る 。 外 殻 部 材 ３ ４ は 、 座 部 １ １ を  
構 成 す る 座 部 構 成 板 部 ３ ５ と 、 背 凭 れ 部 １ ６ を 構 成 す る 背 凭 れ 部 構 成 板 部 ３ ６ と か ら な る  
。 座 部 構 成 板 部 ３ ５ は 、 上 述 し た 座 部 １ １ の 形 状 と 略 同 一 の 形 状 で あ り 、 曲 率 の 異 な る よ  
う に 湾 曲 し た 複 数 の 曲 面 状 板 部 に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。 背 凭 れ 部 構 成 板 部 ３ ６ は 、 座 部  
構 成 板 部 ３ ５ の 後 端 部 か ら 上 方 へ 立 ち 上 が っ た 形 態 で あ り 、 第 １ 支 持 部 １ ７ を 構 成 す る 第  
１ 支 持 板 部 ３ ７ と 、 第 ２ 支 持 部 １ ８ を 構 成 す る 左 右 対 称 な 一 対 の 第 ２ 支 持 板 部 ３ ８ と か ら  
構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
第 １ 支 持 板 部 ３ ７ の 形 状 は 、 上 述 し た 第 １ 支 持 部 １ ７ 及 び 第 １ 支 持 面 ２ ４ と 略 同 一 の 形 状  
で あ る 。 第 １ 支 持 板 部 ３ ７ の う ち 第 １ 受 け 面 ２ ７ と 対 応 す る 高 さ 領 域 は 、 側 面 視 形 状 が 全  
体 と し て 前 方 へ 膨 ら む よ う に 湾 曲 し た 形 状 で あ り 、 姿 勢 保 持 具 １ ０ を 水 平 面 に 載 置 し た 状  
態 で 鉛 直 方 向 よ り も 少 し 前 方 へ 傾 い た 向 き と な る 。 ま た 、 第 １ 支 持 板 部 ３ ７ の う ち 第 １ 上  
部 湾 曲 面 ２ ５ と 対 応 す る 領 域 は 、 斜 め 上 後 方 へ 反 る よ う に 湾 曲 し て い る 。 第 １ 支 持 板 部 ３  
７ の う ち 第 １ 下 部 湾 曲 部 ２ ６ と 対 応 す る 領 域 は 、 下 方 に 向 か っ て 下 り 勾 配 と な る よ う に 、  
且 つ 斜 め 下 後 方 へ 膨 ら む よ う に 湾 曲 し た 形 状 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
一 対 の 第 ２ 支 持 板 部 ３ ８ は 、 第 １ 支 持 板 部 ３ ７ の 概 ね 直 線 状 を な す 左 右 両 側 縁 か ら 斜 め 前  
方 へ 且 つ 互 い の 左 右 間 隔 が 前 方 に 向 か っ て 拡 が る よ う に 片 持 ち 状 に 延 出 し た 形 態 で あ る 。  
第 ２ 支 持 板 部 ３ ８ の 形 状 は 、 上 述 し た 第 ２ 支 持 部 １ ８ 及 び 第 ２ 支 持 面 ２ ８ と 略 同 一 の 形 状  
で あ る 。 第 ２ 支 持 板 部 ３ ８ の う ち 第 ２ 受 け 面 ２ ９ と 対 応 す る 領 域 は 、 概 ね 平 板 状 を な し 、  
第 ２ 支 持 板 部 ３ ８ の 周 縁 部 は 、 斜 め 後 方 へ 反 る よ う に 湾 曲 し た 形 状 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
図 ４ に 示 す よ う に 、 背 凭 れ 部 構 成 板 部 ３ ６ の 下 端 部 ３ ６ Ｌ は 座 部 構 成 板 部 ３ ５ の 後 端 部 に  
連 な っ て い る の で あ る が 、 背 凭 れ 部 構 成 板 部 ３ ６ の 下 端 部 ３ ６ Ｌ を 構 成 す る の は 第 １ 支 持  
板 部 ３ ７ だ け で あ る 。 つ ま り 、 第 １ 支 持 板 部 ３ ７ は 座 部 構 成 板 部 ３ ５ に 対 し て 直 接 的 に 連  
な っ て い る が 、 第 ２ 支 持 板 部 ３ ８ は 、 座 部 構 成 板 部 ３ ５ に 対 し て 直 接 的 に は 連 な っ て お ら  
ず 、 第 １ 支 持 板 部 ３ ７ を 介 す こ と に よ っ て 座 部 構 成 板 部 ３ ５ に 連 な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
外 殻 部 材 ３ ４ は 、 姿 勢 保 持 具 １ ０ の 全 体 形 状 を 保 つ も の で あ り 、 着 座 者 ５ ０ の 姿 勢 を 安 定  
し て 保 持 し 得 る 剛 性 （ 形 状 保 持 性 ） を 有 す る 。 但 し 、 着 座 者 ５ ０ の 体 重 に 起 因 す る 静 的 な  
荷 重 や 、 着 座 者 ５ ０ の 着 座 姿 勢 変 更 に 起 因 す る 動 的 な 荷 重 等 を 受 け た と き に は 、 着 座 姿 勢  
に 影 響 を 与 え な い 程 度 に 弾 性 変 形 し 得 る よ う に な っ て い る 。 具 体 的 に は 、 第 ２ 支 持 板 部 ３  
８ が 、 第 １ 支 持 板 部 ３ ７ に 対 し 、 第 １ 支 持 板 部 ３ ７ の 左 右 両 側 縁 部 を 略 支 点 と し て 左 右 方  
向 へ 拡 開 す る よ う に 弾 性 的 に 相 対 変 位 し 得 る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
ま た 、 上 記 の 静 的 荷 重 や 動 的 荷 重 を 受 け た と き に は 、 背 凭 れ 部 構 成 板 部 ３ ６ （ 背 凭 れ 部 １  
６ ） が 、 座 部 構 成 板 部 ３ ５ （ 座 部 １ １ ） に 対 し 、 背 凭 れ 部 構 成 板 部 ３ ６ の 下 端 部 ３ ６ Ｌ （  
座 部 構 成 板 部 ３ ５ の 後 端 部 ） を 略 支 点 と し て 前 後 方 向 へ 姿 勢 を 傾 け る よ う に 弾 性 的 に 相 対  
変 位 し 得 る よ う に な っ て い る 。 こ の と き 、 背 凭 れ 部 構 成 板 部 ３ ６ の 弾 性 変 形 量 （ 背 凭 れ 部  
構 成 板 部 ３ ６ に 生 じ る 応 力 ） は 、 弾 性 変 位 の 略 支 点 と な る 下 端 部 ３ ６ Ｌ に お い て 最 大 と な  
る が 、 第 １ 支 持 板 部 ３ ７ の 少 な く と も 下 端 側 支 持 領 域 ２ ０ も 弾 性 変 形 す る 。 第 １ 支 持 板 部  
３ ７ の 下 端 側 支 持 領 域 ２ ０ が 弾 性 変 形 す る こ と は 、 背 凭 れ 部 構 成 板 部 ３ ６ の 下 端 部 ３ ６ Ｌ  
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に お け る 応 力 集 中 を 回 避 す る 手 段 と し て 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
し か し 、 第 １ 支 持 板 部 ３ ７ の 左 右 両 側 縁 か ら 突 出 す る 第 ２ 支 持 板 部 ３ ８ は 、 第 １ 支 持 板 部  
３ ７ の 弾 性 変 形 に 抗 す る 補 強 リ ブ と し て 機 能 す る 。 そ こ で 、 図 ８ ～ １ ０ に 示 す よ う に 、 第  
２ 支 持 板 部 ３ ８ の 下 端 側 領 域 に お け る 第 １ 支 持 板 部 ３ ７ か ら の 突 出 寸 法 を 、 下 方 に 向 か っ  
て 次 第 に 小 さ く な る よ う に 設 定 し た 。 こ れ に よ り 、 背 凭 れ 部 構 成 板 部 ３ ６ が 座 部 構 成 板 部  
３ ５ に 対 し て 前 後 方 向 へ 弾 性 変 位 す る と き に 、 第 １ 支 持 板 部 ３ ７ の 下 端 側 領 域 も 弾 性 的 に  
湾 曲 変 形 す る よ う に な っ て い る 。 尚 、 本 実 施 例 １ に お い て 、 第 ２ 支 持 板 部 ３ ８ の 下 端 側 領  
域 と は 、 第 ２ 支 持 板 部 ３ ８ の 下 端 部 ３ ８ Ｌ か ら 少 な く と も １ ／ ３ 程 度 の 高 さ に 亘 る 領 域 と  
定 義 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
ク ッ シ ョ ン 材 ３ ９ は 、 外 殻 部 材 ３ ４ の う ち 着 座 者 ５ ０ と 対 向 す る 面 （ 座 部 １ １ を 構 成 す る  
部 分 の 上 面 と 、 背 凭 れ 部 １ ６ を 構 成 す る 部 分 の 前 面 ） に 対 し 積 層 す る よ う に 取 り 付 け ら れ  
て い る 。 ク ッ シ ョ ン 材 ３ ９ は 、 例 え ば ウ レ タ ン フ ォ ー ム 等 か ら な り 、 着 座 者 ５ ０ の 臀 部 ５  
１ や 背 中 ５ ２ が 硬 い 外 殻 部 材 ３ ４ に 当 た る こ と に 起 因 す る 不 快 感 を 回 避 す る た め の 部 材 で  
あ る 。 ク ッ シ ョ ン 材 ３ ９ の う ち 第 １ 受 け 面 ２ ７ と 対 応 す る 部 分 の 厚 さ は 、 上 下 方 向 に お い  
て 一 定 寸 法 で は な く 、 下 方 に 向 か っ て 次 第 に 厚 肉 と な る よ う に 厚 さ 寸 法 が 変 化 し て い る 。  
こ れ に よ り 、 姿 勢 保 持 具 １ ０ を 水 平 面 に 載 置 し た と き に 、 第 １ 支 持 面 ２ ４ の 第 １ 受 け 面 ２  
７ が 概 ね 鉛 直 に 立 ち 上 が る 向 き と な る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
外 装 シ ー ト ４ ０ は 、 布 製 で あ り 、 外 殻 部 材 ３ ４ の 外 面 （ 座 部 １ １ を 構 成 す る 部 分 の 下 面 と  
、 背 凭 れ 部 １ ６ を 構 成 す る 部 分 の 後 面 ） と 、 ク ッ シ ョ ン 材 ３ ９ の う ち 着 座 者 ５ ０ と 対 向 す  
る 面 （ 座 部 １ １ を 構 成 す る 部 分 の 上 面 と 、 背 凭 れ 部 １ ６ を 構 成 す る 部 分 の 前 面 ） の 全 体 を  
覆 っ て い る 。 ク ッ シ ョ ン 材 ３ ９ と 外 装 シ ー ト ４ ０ は 、 外 殻 部 材 ３ ４ が 弾 性 変 形 す る と 、 追  
従 し て 柔 軟 に 変 形 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
姿 勢 保 持 具 １ ０ は 、 床 面 （ 図 示 省 略 ） に 直 接 置 い た 状 態 や 椅 子 ５ ３ に 載 せ た 状 態 で 使 用 す  
る こ と が で き る 。 図 １ ２ に は 、 椅 子 に 載 せ て 使 用 し て い る 状 態 を 示 す 。 着 座 者 ５ ０ が 姿 勢  
保 持 具 １ ０ に 着 座 す る と 、 臀 部 ５ １ が 座 部 １ １ に よ っ て 下 か ら 支 え ら れ 、 上 半 身 の 体 幹 部  
が 保 持 空 間 ３ ３ 内 に 収 容 さ れ て 背 中 ５ ２ が 背 凭 れ 部 １ ６ に よ り 後 方 か ら 支 え ら れ る 。 こ の  
と き 、 背 中 ５ ２ の 左 右 方 向 中 央 部 位 の う ち 胸 椎 下 部 と 対 応 す る 部 位 が 第 １ 支 持 面 ２ ４ に 当  
接 す る と と も に 、 背 中 ５ ２ の 左 右 両 側 部 位 が 左 右 の 第 ２ 支 持 面 ２ ８ に 当 接 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
こ の と き 、 第 ２ 支 持 面 ２ ８ へ の 当 接 部 位 は 、 第 １ 支 持 面 ２ ４ へ の 当 接 部 位 よ り も 高 い 位 置  
で あ り 、 且 つ 第 １ 支 持 面 ２ ４ へ の 当 接 部 位 よ り も 前 方 の 位 置 で あ る 。 つ ま り 、 背 中 ５ ２ は  
、 三 次 元 方 向 に お い て 位 置 の 異 な る 複 数 部 位 を 支 え ら れ る こ と に な る 。 ま た 、 着 座 者 ５ ０  
が 平 均 的 体 型 の 成 人 で あ る 場 合 、 第 ２ 支 持 面 ２ ８ へ の 当 接 位 置 は 、 肋 骨 の 背 面 側 で あ り 、  
且 つ 肩 甲 骨 よ り 低 い 高 さ で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
本 実 施 例 １ の 姿 勢 保 持 具 １ ０ は 、 着 座 者 ５ ０ の 臀 部 ５ １ を 下 か ら 支 え る 座 部 １ １ と 、 座 部  
１ １ の 後 端 部 か ら 立 ち 上 が っ た 形 態 で あ っ て 着 座 者 ５ ０ の 上 半 身 を 背 中 ５ ２ 側 か ら 支 え る  
背 凭 れ 部 １ ６ と を 備 え て い る 。 背 凭 れ 部 １ ６ は 、 着 座 者 ５ ０ の 背 中 ５ ２ の 左 右 方 向 中 央 部  
を 当 接 さ せ る 第 １ 支 持 部 １ ７ と 、 第 １ 支 持 部 １ ７ の 左 右 両 側 方 に 配 さ れ て 着 座 者 ５ ０ の 背  
中 ５ ２ の 左 右 両 側 部 を 当 接 さ せ る 一 対 の 第 ２ 支 持 部 １ ８ と を 備 え て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
第 １ 支 持 部 １ ７ は 、 着 座 者 ５ ０ の 背 中 ５ ２ の 中 央 部 に お け る 比 較 的 低 い 部 位 を 後 方 か ら 支  
え 、 左 右 一 対 の 第 ２ 支 持 部 １ ８ は 背 中 ５ ２ の 左 右 両 側 部 の う ち 第 １ 支 持 部 １ ７ よ り 高 い 部  
位 を 斜 め 後 方 か ら 挟 む よ う に 支 え る 。 し た が っ て 、 着 座 者 ５ ０ は 、 背 中 ５ ２ の 中 央 部 に お  
け る 比 較 的 低 い 部 位 を 第 １ 支 持 部 １ ７ に 当 て 、 背 中 ５ ２ の 左 右 両 側 部 に お け る 比 較 的 高 い  
部 位 を 第 ２ 支 持 部 １ ８ に 当 て た 状 態 で 着 座 す る 。 着 座 者 ５ ０ は 、 ３ つ の 支 持 部 １ ７ ， １ ８  
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に よ り 左 右 に 間 隔 を 空 け 、 且 つ 高 低 差 の あ る ３ 箇 所 で 背 中 ５ ２ を 支 え ら れ る の で 、 上 半 身  
を 左 右 に 傾 け た 姿 勢 や 上 半 身 を 左 右 に 捻 っ た 姿 勢 に な る こ と を 抑 制 さ れ る 。 し た が っ て 、  
本 実 施 例 １ の 姿 勢 保 持 具 １ ０ は 、 着 座 者 ５ ０ の 上 半 身 を 正 し い 姿 勢 に 保 持 す る こ と が で き  
る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
ま た 、 第 １ 支 持 部 １ ７ は 着 座 者 ５ ０ の 背 中 ５ ２ の う ち 比 較 的 低 い 部 位 （ 腰 椎 の 上 部 か ら 胸  
椎 の 下 部 に 亘 る 範 囲 の 全 体 又 は 一 部 ） を 支 え 、 第 ２ 支 持 部 １ ８ は 背 中 ５ ２ の 比 較 的 高 い 部  
位 （ 肋 骨 背 部 の う ち 胸 椎 の 下 部 か ら 胸 椎 の 中 程 高 さ に 亘 っ て 対 応 す る 部 位 の 全 体 又 は 一 部  
） を 支 え る の で 、 着 座 者 ５ ０ が 背 凭 れ 部 １ ６ に 体 重 を 預 け た と き に 、 高 低 差 の あ る 複 数 箇  
所 で 背 中 ５ ２ が 支 え ら れ る 。 こ れ に よ り 、 着 座 者 ５ ０ の 上 半 身 は 、 側 面 視 に お い て 脊 椎 が  
適 正 な カ ー ブ を 描 く よ う な 正 し い 姿 勢 に 保 た れ る 。 こ こ で 、 正 し い 姿 勢 と は 、 胸 椎 が 後 方  
へ 膨 ら む よ う に 湾 曲 し 、 腰 椎 が 前 方 へ 膨 ら む よ う に 湾 曲 し 、 仙 骨 か ら 尾 骨 に 亘 っ て 後 方 へ  
膨 ら む よ う に 湾 曲 し た 姿 勢 で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
ま た 、 第 １ 支 持 部 １ ７ の 上 端 の 高 さ を 第 ２ 支 持 部 １ ８ の 上 端 と 同 じ 高 さ に 揃 え た 場 合 、 背  
中 ５ ２ の う ち 後 方 へ 膨 ら む よ う に 湾 曲 し て い る 胸 椎 部 分 が 第 １ 支 持 部 １ ７ の 上 端 に 当 た り  
、 脊 椎 が 適 正 な カ ー ブ を 描 き 難 く な る 虞 が あ る 。 そ の 対 策 と し て 、 本 実 施 例 １ の 姿 勢 保 持  
具 １ ０ は 、 背 凭 れ 部 １ ６ の 上 端 縁 に 上 縁 抉 り 部 ２ ３ を 形 成 し 、 第 １ 支 持 部 １ ７ の 上 端 の 高  
さ を 第 ２ 支 持 部 １ ８ の 上 端 よ り 低 く し て い る の で あ る が 、 上 縁 抉 り 部 ２ ３ を 形 成 す る と 、  
第 １ 支 持 部 １ ７ の 上 方 直 近 （ 即 ち 、 左 右 両 第 ２ 支 持 部 １ ８ の 上 端 部 の 間 ） が 空 間 と な る の  
で 、 第 １ 支 持 部 １ ７ の 上 方 直 近 で は 背 中 ５ ２ を 支 え る こ と が で き な く な る 。 そ の た め 、 着  
座 者 ５ ０ の 上 半 身 の う ち 第 １ 支 持 部 １ ７ （ 背 中 ５ ２ の 比 較 的 低 い 部 位 ） よ り 上 方 の 部 分 が  
後 方 へ 反 っ て し ま う こ と が 懸 念 さ れ る の で あ る が 、 着 座 者 ５ ０ の 上 半 身 は 、 第 １ 支 持 部 １  
７ よ り 上 方 の 左 右 両 側 方 に お い て 第 ２ 支 持 部 １ ８ で 支 え ら れ る の で 、 着 座 者 ５ ０ は 、 適 度  
に 胸 が 開 き リ ラ ッ ク ス し た 状 態 で 着 座 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
ま た 、 着 座 状 態 で は 着 座 者 ５ ０ の 上 半 身 か ら の 押 圧 力 を 受 け て 第 ２ 支 持 部 １ ８ が 斜 め 後 方  
へ 弾 性 変 位 す る の で 、 第 ２ 支 持 部 １ ８ （ 第 ２ 支 持 板 部 ３ ８ ） の 弾 性 復 元 力 に よ り 、 背 中 ５  
２ の 中 央 部 よ り も 左 右 両 側 に お い て 圧 力 を 強 く 感 得 す る 。 そ の た め 、 着 座 者 ５ ０ の 上 半 身  
が 左 右 に 傾 い た 姿 勢 や 左 右 に 捻 ら れ た 姿 勢 に な る こ と を 抑 制 で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
ま た 、 第 ２ 支 持 部 １ ８ の 上 端 部 に は 、 上 方 に 向 か う ほ ど 斜 め 後 方 へ 反 る よ う に 湾 曲 し た 第  
２ 上 部 湾 曲 面 ３ ０ が 形 成 さ れ て い る の で 、 着 座 者 ５ ０ の 上 半 身 を 背 凭 れ 部 １ ６ に 深 く も た  
せ か け た と き に 第 ２ 支 持 部 １ ８ の 上 端 縁 が 着 座 者 ５ ０ の 身 体 に 食 い 込 む こ と が な く 、 着 座  
者 ５ ０ は 座 部 １ １ に 深 く 腰 掛 け る こ と が で き る 。 ま た 、 深 く 腰 掛 け る こ と で 、 背 中 ５ ２ の  
左 右 両 側 部 が 第 ２ 支 持 部 １ ８ に し っ か り と 押 し 付 け ら れ る の で 、 上 半 身 が 左 右 に 捻 ら れ る  
こ と を 確 実 に 防 止 で き る 。 さ ら に 、 第 ２ 支 持 部 １ ８ の 上 端 部 が 着 座 者 ５ ０ の 身 体 に 食 い 込  
ま な い こ と で 、 背 中 ５ ２ の 上 部 を 適 度 に 後 方 へ 反 ら せ る こ と が 可 能 と な る の で 、 着 座 者 ５  
０ を 正 し い 姿 勢 に 保 持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
ま た 、 姿 勢 保 持 具 １ ０ は 、 そ の 形 状 を 保 つ た め の 外 殻 部 材 ３ ４ を 備 え て い る 。 外 殻 部 材 ３  
４ は 、 座 部 １ １ を 構 成 す る 座 部 構 成 板 部 ３ ５ と 、 背 凭 れ 部 １ ６ を 構 成 す る 背 凭 れ 部 構 成 板  
部 ３ ６ と を 備 え て い る 。 背 凭 れ 部 構 成 板 部 ３ ６ は 、 座 部 構 成 板 部 ３ ５ に 対 し 、 背 凭 れ 部 構  
成 板 部 ３ ６ の 下 端 部 ３ ６ Ｌ を 略 支 点 と し て 弾 性 的 に 相 対 変 位 し 得 る よ う に 連 な っ て い る 。  
そ の た め 、 着 座 者 ５ ０ が 上 半 身 を 背 凭 れ 部 １ ６ に 強 く 押 し 付 け る と 、 背 凭 れ 部 １ ６ が 、 そ  
の 下 端 部 ３ ６ Ｌ を 略 支 点 と し て 座 部 １ １ に 対 し て 後 方 へ 弾 性 的 に 相 対 変 位 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
こ の と き 、 相 対 的 弾 性 変 位 の 支 点 と な る 背 凭 れ 部 構 成 板 部 ３ ６ の 下 端 部 ３ ６ Ｌ に 応 力 が 集  
中 す る と 、 応 力 集 中 が 繰 り 返 し さ れ る こ と に よ っ て 劣 化 が 進 み 、 耐 久 性 が 低 下 す る こ と が  
懸 念 さ れ る 。 背 凭 れ 部 構 成 板 部 ３ ６ の 下 端 部 ３ ６ Ｌ に 応 力 が 集 中 す る こ と を 回 避 す る 手 段  
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と し て は 、 背 凭 れ 部 構 成 板 部 ３ ６ の 下 端 部 ３ ６ Ｌ だ け で な く 、 背 凭 れ 部 構 成 板 部 ３ ６ の 少  
な く と も 下 端 側 領 域 も 一 緒 に 弾 性 変 形 さ せ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
と こ ろ が 、 背 凭 れ 部 構 成 板 部 ３ ６ は 、 第 １ 支 持 部 １ ７ を 構 成 す る 第 １ 支 持 板 部 ３ ７ と 、 第  
１ 支 持 板 部 ３ ７ の 左 右 両 側 縁 か ら 斜 め 前 方 へ 突 出 し て 第 ２ 支 持 部 １ ８ を 構 成 す る 左 右 一 対  
の 第 ２ 支 持 板 部 ３ ８ と か ら な る た め 、 変 形 し 難 い 。 そ こ で 、 第 ２ 支 持 板 部 ３ ８ の 下 端 側 領  
域 に お け る 第 １ 支 持 板 部 ３ ７ か ら の 突 出 寸 法 を 、 下 方 に 向 か っ て 次 第 に 小 さ く な る よ う に  
し た 。 こ れ に よ り 、 背 凭 れ 部 構 成 板 部 ３ ６ は 、 そ の 下 端 部 ３ ６ Ｌ だ け で な く 下 端 側 領 域 も  
弾 性 変 形 す る の で 、 背 凭 れ 部 構 成 板 部 ３ ６ の 下 端 部 ３ ６ Ｌ に 応 力 が 集 中 す る こ と を 防 止 で  
き る 。 尚 、 背 凭 れ 部 構 成 板 部 ３ ６ の 上 端 側 領 域 は 、 下 端 側 領 域 に 比 べ て 撓 み 剛 性 が 高 く 弾  
性 変 形 し 難 い の で 、 着 座 者 ５ ０ の 上 半 身 を 安 定 し て 保 持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
ま た 、 第 １ 支 持 部 １ ７ の う ち 背 中 ５ ２ と 対 向 す る 第 １ 支 持 面 ２ ４ と 、 第 ２ 支 持 部 １ ８ の う  
ち 背 中 ５ ２ と 対 向 す る 第 ２ 支 持 面 ２ ８ と が 、 左 右 一 対 の 繋 ぎ 面 ３ ２ を 介 し て 連 な っ て お り  
、 平 面 視 に お い て 第 １ 支 持 面 ２ ４ の 曲 率 と 第 ２ 支 持 面 ２ ８ の 曲 率 が 繋 ぎ 面 ３ ２ の 曲 率 よ り  
小 さ く 設 定 さ れ て い る 。 こ の 構 成 に よ れ ば 、 曲 率 の 大 き い 繋 ぎ 面 ３ ２ に は 背 中 ５ ２ が 当 た  
る こ と は な い の で 、 第 １ 支 持 面 ２ ４ と 左 右 一 対 の 第 ２ 支 持 面 ２ ８ と の ３ 箇 所 に お い て 着 座  
者 ５ ０ の 上 半 身 を 安 定 し て 支 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
＜ 他 の 実 施 例 ＞
本 発 明 は 上 記 記 述 及 び 図 面 に よ っ て 説 明 し た 実 施 例 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 例 え ば 次  
の よ う な 実 施 例 も 本 発 明 の 技 術 的 範 囲 に 含 ま れ る 。
（ １ ） 上 記 実 施 例 の 姿 勢 保 持 具 は 、 座 部 と 背 凭 れ 部 が 一 体 に 形 成 さ れ た も の で あ る が 、 姿  
勢 保 持 具 は 、 別 体 部 材 の 座 部 と 背 凭 れ 部 と を 組 み 付 け て 構 成 さ れ る も の で あ っ て も よ い 。
（ ２ ） 上 記 実 施 例 で は 、 第 ２ 支 持 部 の 上 端 部 が 、 上 方 に 向 か う ほ ど 斜 め 後 方 へ 反 る よ う に  
湾 曲 し た 形 状 で あ る が 、 第 ２ 支 持 部 の 上 端 部 は 、 湾 曲 し な い 形 状 で あ っ て も よ い 。
（ ３ ） 上 記 実 施 例 の 背 凭 れ 部 構 成 板 部 は 、 第 １ 支 持 板 部 と 第 ２ 支 持 板 部 と を 一 体 に 形 成 し  
た も の で あ る が 、 背 凭 れ 部 構 成 板 部 は 、 別 体 部 材 の 第 １ 支 持 板 部 と 第 ２ 支 持 板 部 と を 組 み  
付 け て 構 成 さ れ て い て も よ い 。
（ ４ ） 上 記 実 施 例 で は 、 第 ２ 支 持 板 部 の 下 端 側 領 域 に お け る 第 １ 支 持 板 部 か ら の 突 出 寸 法  
が 、 下 方 に 向 か っ て 次 第 に 小 さ く な っ て い る が 、 第 ２ 支 持 板 部 の 下 端 側 領 域 に お け る 第 １  
支 持 板 部 か ら の 突 出 寸 法 は 、 上 下 方 向 に お い て 概 ね 一 定 で あ っ て も よ い 。
（ ５ ） 上 記 実 施 例 で は 、 座 部 と 背 凭 れ 部 が 弾 性 的 に 相 対 変 位 す る よ う に し た が 、 座 部 と 背  
凭 れ 部 は 相 対 変 位 し な い よ う に な っ て い て も よ い 。
（ ６ ） 上 記 実 施 例 で は 、 第 １ 支 持 面 と 第 ２ 支 持 面 が 曲 率 の 大 き い 繋 ぎ 面 を 介 し て 連 な っ て  
い て 、 着 座 者 の 背 中 を 左 右 に 間 隔 を 空 け た ３ ヶ 所 で 支 え る よ う に た が 、 こ れ に 限 ら ず 、 繋  
ぎ 面 の 曲 率 を 実 施 例 １ よ り 小 さ く し 、 左 側 の 第 ２ 支 持 面 か ら 右 側 の 第 ２ 支 持 面 に 亘 っ て 左  
右 方 向 に 連 続 し た 領 域 で 背 中 を 支 え る よ う に し て も よ い 。 こ の 場 合 で も 、 着 座 者 の 上 半 身  
が 左 右 に 傾 け た 姿 勢 や 左 右 に 捻 っ た 姿 勢 に な る こ と を 抑 制 す る こ と が で き る 。
（ ７ ） 上 記 実 施 例 で は 、 第 １ 支 持 部 の 上 縁 部 に 上 縁 抉 り 部 を 形 成 し 、 第 １ 支 持 部 の 上 方 近  
傍 （ 左 右 両 第 ２ 支 持 部 の 上 端 部 の 間 ） に 空 間 が 空 く よ う に し た が 、 上 縁 抉 り 部 を 形 成 せ ず  
、 第 １ 支 持 部 の 上 端 の 高 さ と 第 ２ 支 持 部 の 上 端 の 高 さ を 概 ね 同 じ 高 さ に 揃 え て も よ い 。 こ  
の よ う な 背 凭 れ 部 の 上 縁 部 が 広 範 囲 に 亘 っ て 一 定 の 高 さ で あ っ て も 、 背 凭 れ 部 の 上 縁 部 の  
う ち 第 １ 支 持 部 の 上 端 部 と 対 応 す る 領 域 の 後 傾 の 程 度 を 第 ２ 支 持 部 の 上 端 部 よ り 深 く す れ  
ば 、 背 中 を 後 方 へ 反 ら せ た と き に 、 背 中 の 左 右 方 向 中 央 部 が 背 凭 れ 部 の 上 縁 部 に 強 く 当 た  
る こ と を 回 避 す る こ と が で き る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ９ 】
１ ０ … 姿 勢 保 持 具
１ １ … 座 部
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１ ６ … 背 凭 れ 部
１ ７ … 第 １ 支 持 部
１ ８ … 第 ２ 支 持 部
１ ７ Ｌ … 第 １ 支 持 部 の 上 縁 部 に お け る 最 下 端 部
１ ８ Ｕ … 第 ２ 支 持 部 の 上 縁 部 に お け る 最 上 端 部
２ ４ … 第 １ 支 持 面
２ ８ … 第 ２ 支 持 面
３ ２ … 繋 ぎ 面
３ ５ … 座 部 構 成 板 部
３ ６ … 背 凭 れ 部 構 成 板 部
３ ６ Ｌ … 背 凭 れ 部 構 成 板 部 の 下 端 部
３ ７ … 第 １ 支 持 板 部
３ ８ … 第 ２ 支 持 板 部
５ ０ … 着 座 者
５ １ … 臀 部
５ ２ … 背 中
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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登録実用新案第３１９６４６８（ＪＰ，Ｕ）

(58)調査した分野　(Int.Cl.，ＤＢ名)
Ａ６１Ｆ      ５／０１
Ａ４７Ｃ      ７／４０
Ａ４７Ｃ      ７／６２
Ａ４７Ｃ      ９／００
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